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5月は「青少年奉仕月間」です。 
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私たちは「世界を変える行動人」として、強い目的意識を共有しています。  

今後5年間の計画は、 「より大きなインパクトをもたらす」 「参加者の基盤を広げる」 

                   「参加者の積極的なかかわりを促す」 「適応力を高める」 です。  

ロータリーのビジョン声明 
世界で、地域社会で そして自分自身の中で 

持続可能な良い   

人びとが 世界を目指しています 

国際ロータリーの 

バーチャルイベント（参加無料） 

多くのご参加を！ 

※ 詳しい情報は 「My ROTARY」 掲載予定 



ＲＩ会長 5月のメッセージ     ＲＩ会長 マーク・ダニエル・マローニー 

「適応力を高める」というのは新しいロータリー行動計画で挙げられた目標

のひとつです。今年はこの能力が実に試される年となっているのではない

でしょうか。 

3月に私は妻のゲイとともにジンバブエ、トルコ、ほか8カ国を30日間で訪問し

ました。ジンバブエでの医療プログラムとロンドンでのコモンウェルスウィーク

に参加したのち、11日目にはスイスとリヒテンシュタインに向かいました。 

ロンドンでパキスタン高等弁務官事務所での晩餐会に出席した際に、この日程ではすべての予定地

をまわりきることはできないと聞きました。それで、チューリッヒではなくエバンストンの国際ロータ

リー本部に戻りました。 

3月上旬に、世界中で新型コロナウィルスの問題が深刻になっていきました。現地当局の助言に従

い、パリとローマでの国連会長主催会議はキャンセルに。その後ほどなくしてWHOが世界的なパンデ

ミックを宣言。ロータリーは重要な決断に際して当局と協議しました。すべてのロータリー地区とク

ラブに、今後方針が変更されるまで対面でのクラブ会合を控え、ネット上で会合を実施するように

通知しました。迅速に対応してくださった地区とクラブに感謝いたします。 

ロータリー理事会は初のネット上会合を開き、2020年ロータリー国際大会の実施を中止するという

何よりも難しい決定を下しました。出席を計画していた20,000人を超える参加者の皆さまと同じく、

私も非常に残念です。参加者とご家族、友人、同僚、そしてホノルル市民の健康と安全を守るために

下した決定です。正しい決断だったと信じています。 

最高のロータリー国際大会になるはずだったホノルル大会を企画してくれた2020年ホノルル国際

大会委員会、ホスト組織委員会、2020ホノルル国際大会推進委員会に感謝します。この大会のため

に尽力してくださいました。 

今号の『The Rotarian』は国際大会中止の決定が下される中でリリースされましたが、ほかにも多く

のロータリー全体に関わる決定がまだ議論されています。『The Rotarian』誌やロータリーの地域雑

誌、そしてソーシャルメディアのアカウントで今後発信される続報をお待ちください。 

本ロータリー年度の始めに、新しい行動計画がすべてのロータリアンとローターアクターにとって重

要であることをお伝えしました。今、必要に迫られて、行動計画を実行に移します。それには、国際大

会などをバーチャルなイベントとして開催する可能性も含まれます。詳しくは近日お伝えします。 



ガバナー 5月のメッセージ         ガバナー 中 野  均 

「青少年奉仕月間」によせて 

陽春の候、皆様方におかれましては益々ご清祥のこととお喜び申し上げますとと

もに、新型コロナウイルスに感染された方々にお見舞い申し上げます。少しでも早く

回復されますことをお祈り申し上げます。 

地区において、各委員会事業の総仕上げ期ではありますが、新型コロナウイルス収

束が見られない中、計画している全ての事業が残念ながら中止又は延期せざるを得

なくなりました。また、各クラブにおきまして例会が開催出来ない状況でクラブ運営

に苦慮されておられると思いますが、今年度クラブにとって良い状態で終われるよ

う重ねてお祈り申し上げます。 

５月は、ロータリー青少年奉仕月間です。ロータリーでは、３０歳までの若い人すべ

てを含む青少年の多大なニーズを認識しつつ、よりよき未来を確実なものとするた

めに青少年の生活力を高めることによって、少年の将来への準備をさせることを目

的としています。 

この世代のためのＲＩ常設プログラムには、インターアクトクラブ（１２歳から１８歳まで

の青少年のための国際ロータリーの奉仕クラブです）、ローターアクトクラブ（１８歳か

ら３０歳までの青年男女のための、ロータリーが提唱する奉仕クラブです）、ロータ

リー青少年指導者育成プログラム（ＲＹＬＡ）（１４歳から３０歳の若者を対象に、スキルと

人格を養いながら、奉仕、高い道徳基準、平和といったロータリーの価値観を学ぶ機

会を提供する事を目的としています）そして、ロータリー青少年交換（短期と長期、最

高で１年間、母国以外の国でホストファミリーと生活を共にし、学校に通います）があり

ます。 

 年齢３０歳までの多数の青少年が、将来のリーダーとなるために必要なスキルを身

につけるためにロータリーの様々なプログラムに参加しています。 

 ロータリアンは、自ら行動を起こすことの大切さを認識しています。未来を担う青

少年に奉仕活動を通じて積極的に関わって頂く機会として捉えて頂ければ幸いで

す。  



青少年奉仕は、ローターアクト、インターアクト、ロータリー青少年指導者養成プログラ

ム（RYLA）、ロータリー青少年交換などを通じて、青少年や若い世代の社会人がリー

ダーシップ能力を伸ばせるよう支援することです。 

18～30歳の人たちが集まるローターアクトクラブでは、ローターアクト会員が、地元のリーダーと交

わり、リーダーシップや職業スキルを磨き、楽しみながらボランティア活動をしています。 

ロータリークラブは、奉仕を通じて12～18歳の若きリーダーの活力を引き出し、インターアクトクラブ

への支援によって、責任感のある世界市民を育てています。 

少年指導者養成プログラム（RYLA）は、ロータリークラブまたは地区が実施するプログラムで、若い

人たちが新しい友人をつくり、楽しみながらリーダーシップのスキルを磨きます。 

ロータリークラブは、100カ国以上で、15〜19歳の学生を対象にした交換留学を実施しています。 



 ロータリーの5大奉仕の一つ青少年奉仕は、今年度
大きな組織変更がありました。 

 青少年交換は、国際奉仕委員会に、青少年ライラ・
インターアクト・ローターアクトは社会奉仕委員会に統
合され、国際奉仕委員長・社会奉仕委員長の役割が大
きくなりました。 

 2013～14年度から始まった、青少年奉仕委員会は
初代委員長を辻PG、2代目は私が、3代目は中西秀文
君（海南東RC）が2年間、4代目は、私が岡本ガバナー
年度と樫畑ガバナー年度の委員長を務めさせてい
ただきました。 

 私は、御坊RCクラブに昭和61年に入会以来ロー
ターアクトと共に、ロータリーを楽しんできました。今
期の「青少年奉仕月間によせて」は、各委員長に、委
員会の状況をまとめて頂きましたのでご紹介します。 

 まず初めは、青少年交換委員会、豊岡 敬君（ガバ
ナーノミニー）です。今期就任され、7名の長期交換
学生を送り出されました。 

青少年交換プログラム 

 年初に中国武漢から始まった新型コロナウィルス
（COVID-19）の感染拡大は、世界に広がり、パンデミッ
クとなってしまいました。国際ロータリー日本青少年
交換多地区合同機構（RIJYEM）から最初にCOVID-19に
関する声明が出されたのは、2月25日のことで、交換
学生を送り出している地区から、2640地区内の状況
に関する問い合わせも、この頃から始まりました。
RIJYEMが受入れ学生の全員帰国の指針を出したのが
3月9日で、派遣学生全員の日本への帰国指針が出た
のが、3月12日でした。2640地区は、ドイツ、インドネシ
ア、アメリカ、カナダに学生を派遣していたのですが、
割と早急に全員の帰国を果たすことができました。し
かしながら、国際航空便が激減する最中で、イタリア
や南米に学生を派遣している地区は、学生の帰国に
大変ご苦労をされたと聞いていますし、スイスやタイ
からは、未だ帰国できない交換学生もいるみたいで
す。現在、多くの欧米諸国が外務省の感染危険レベル
３とされていますし、それ以外の全世界がレベル２と
なっています。また、国内での感染拡大も続いてお
り、緊急事態宣言が出されております。このような状
況の中で、2640地区は2020-2021年度の青少年交換
を中止します。私自身は、今回と似た経験を2011年の
東日本大震災後の福島第一原発の事故当時にしてお
り、地区内の受入れ学生を一旦全員帰国させたこと
がありました。しかし、今回のCOVID-19は世界規模で
広がっており、終息が予測できません。早く平穏な日
常が戻ってくることを切に願っております。 

 次に、ローターアクト委員会は、委員長3期目の岸和
田RC所属 永野 祥司 君です。 

 地区ローターアクト委員会ではローターアクトメン
バーと共に様々な活動を行っております。通年行事と
してはリーダーシップフォーラム、地区連絡協議会、
三役研修会などがあります。また奉仕という共通の
活動を通してメンバー同士の交流や友情を深め、次
世代を担うリーダーの育成に力を入れております。 

 今回1月19日（日）に当クラブの岸和田RACが主体と
なり、地区連絡協議会を行いました。内容としまして、
今年度の上半期を過ぎての初行事ということもあ
り、地区からの活動報告並びに8クラブと計9名で活
動報告を行いました。地区行事以外のクラブ間での
共同行事がないのでお互いがクラブの活動内容を知
る良い機会になったと思います。 

 また、報告後のプログラムとして、AED体験を行い
ました。出席者の多くの人が学んだことがあるとの声
が出ておりましたが、再度命の大切さを全員再認識
することができました。誰かに何かをして助けてあげ
たいと思う気持ちが一番大切ですが、より多くの知
識を持つことで、より効果的な助けができるものと全
員で周知できました。 

 今回の行事も中野ガバナーはじめ、多くのRC様に
参加して頂けて大変光栄でございます。しかし、RC様
の多くの方にまだRACを認知して頂けていない状況
もあるので今後も周知活動に邁進してまいります。 

  

「青少年奉仕月間によせて」 

青少年関連担当 地区特別幹事 丸山 信仁 

次ページへ 



 引き続き、青少年・ライラ委員会は、委員長3期目の
富田林RC所属 橋本 竜也 君です。 

 今年度、青少年・ライラ委員会は 3月20日より2泊
3日の行程でRYLA研修セミナーを実施する予定でし
たが、皆様もご存じの通り 新型コロナウイルスの感
染拡大防止の観点から、2月16日にセミナー中止を決
断いたしました。開催、参加を楽しみにし、また既にエ
ントリーをしていただいていたセミナー生やロータリ
アンの方々には大変申し訳なく思っております。 そ
の後、感染終息を前提として1日行程の屋外プログラ
ムも計画をいたしましたが、これも終息どころかまだ
まだ拡大を続ける現状に無念ではありますが、4月上
旬に中止を決定。RYLA委員会としては、今年度は研
修セミナー形式のプログラムの企画運営を断念いた
しました。 

 参加エントリーをしていただいていたセミナー生
の方々に対して、当初のセミナーメインテーマである
「生存、生き残る（君はサバイバルできるか）」に関す
る書物を委員会で選別し、進呈することといたしまし
た。 また、委員会組織、特にRYLAカウンセラーの意
識向上や セミナー時に使用する備品などの整備に
時間をかけ新型コロナウイルスの感染終息の宣言が
された時に、昨今の時代背景を教訓としたセミナー
を企画したく思っております。 

 まだまだ感染拡大が止まらず、先が見えない状態
が続いておりますが 皆様全員とともに感染終息の
日を健康な心身で迎え、再び次のRYLA研修セミナー
でお目にかかれることを楽しみにしております。 

 最後は、インターアクト委員会、委員長３期目高野山
RC所属 近藤 本淳 君です。 

 １年間のインターアクト活動は年次大会から始まり
ます。今年度は７月２１日（日）10：30～15：00初芝立命館
中学校高等学校にて行われた。年度開始にあたり、
ロータリークラブ（以下RC）・インターアクトクラブ（以
下IAC）の両者の関わりについて新入生を含むイン
ターアクターが共通認識し、ロータリーとは？を次代
を担うインターアクターに伝えた。また、各校持ち寄っ
た中から選ばれた地区IAC年次ﾀｰｹﾞｯﾄを共有するこ
とで、交流と貢献活動のスタートとした。午後は、SDGs
関西プラットホーム、JICA関西SDGsの協力を得てワー
クショップを通じ、交流・貢献活動の一例を学ぶことが
できました。 

 ９月１５日（日）10：30～15：00 IAC国際交流親睦会を
精華高等学校にて開催。松原高校の発表を通じ、自ら
がどのような形で国際貢献ができるのかを考えるよ
いきっかけとなった。午後からは公益財団法人ＡＦＳ日
本協会のご支援をいただき、当初の予定を上回る17
名の留学生の参加がありよい交流ができた。留学生
もこうした機会ができて、とても喜んでいるとＡＦＳか
ら連絡をいただきました。 

 １０月２０日（日）10：30～15：00IACリーダーシップ
フォーラムを高野山大学にて開催。午前中に、世界遺
産高野山の中にある金剛峯寺をインターアクトOBに
案内してもらい、そこで見学したことなどを参考に午
後のワークショップを行いました。ワークショップは班
別に別れ、愛知県にある中部国際空港の採用試験で
行われている「おみやげ売り場」の配置を考えるプレ
ゼンを行いました。各班様々な意見が出て有意義な
活動となりました。 

 １１月１７日（日）13：00～15：30堺市立東文化会館にて
海外研修(カンボジア）に向けてのオリエンテーション
を行いました。１、有名なもの・場所 ２、気候 ３、お金
について ４、基本会話 ５、ホームステイ６、日本と
のかかわり ７、食べ物について、各校分担して発表
した。保護者の方にも参加いただき、プレゼン、旅行に
ついての疑問、注意点などをお伝えました。 

 12月25日～
28日IAC海外
研 修『カ ン ボ
ジア国際理解
の旅』では、カ
ンボジア・シェ
ムリアップの
歴史や文化を
学び、環境（ゴ
ミ）問題につ
いて学ぶ目的
で出発。チアシムアンコール小学校にてレクチャーの
あと小学生たちとゴミ拾い。その後は綱引き、縄跳
び、折り紙で交流、文具贈呈。SHARE THE WINDによる
就労支援活動の報告と、実際にキーホルダーを制作。
各々ホームステイを終え、10Janyary1979中・高校に
て学校紹介の後日本のお祭り体験。最終日はアン
コールワット、アンコールトムなどの遺跡視察後帰路に
つきました。 

 2月16日（日）10：30～15：00 IAC海外研修報告会を
清風南海中学校高等学校にて開催。午前中は、記録
映像の鑑賞（約40分）。昼食は、カンボジア料理店によ
るカレーをいただき、午後からは各校IACが予め担当
していた行事の報告を、会場内に7か所ポスター形式
にて掲示し、5人ぐらいのグループに順に対応し、計6
回のプレゼンをする形式で報告を終了しました。 

 5月31日（日）開催予定のローターアクトクラブとの
合同懇親会並びに、6月21日（日）予定されていたIAC
新入生歓迎会は、新型コロナウイルス蔓延阻止のた
め、中止が決定した。 

 おしまいに、この度、コロナウイルスの影響で後半
の事業がすべて中止になりましたが、青少年関連委
員会は、青少年の育成に真剣に取り組んでいます。未
来のロータリアンを育てるため、地区内のロータリア
ンのご理解、ご協力をお願いします。  



 

世界のどこであろうと、新型コロナウイルス（COVID-19）の影響を受けていない人は誰一人

としていないようです。ワクチンがまだ存在しないウイルスのパンデミック（世界的大流行）

に直面する今、ポリオ根絶活動をどのように続けたらよいのかと考えているロータリアンも

いるでしょう。ひと昔前、世界はポリオウイルスによって同じような状況に直面していました。 

  

新型コロナウイルスのパンデミックに対応するには、全世界の連帯、そして世界規模の緊急

活動が必要とされます。既に数千人の従事者を有し、研究所と監視システムの大規模ネット

ワークを備えた世界ポリオ根絶推進活動（GPEI）は、各国での対応支援のためにこのリソー

スを活用できるようにする道徳的義務があります。   

  

世界公共保健における結束がかつてないほど強まる中、ロータリアンが構築を支援してきた

ポリオ根絶のインフラが、多くの保健ニーズだけでなく、新型ウイルスへの対応と拡大抑止

のために既に活用されています。ポリオ根絶の従事者と資産が重要な存在となっているナ

イジェリア、パキスタン、アフガニスタンでは、GPEIパートナー団体の全スタッフが、監視、保健

従事者の研修、感染経路の追跡にあたっています。また13カ国で、新型コロナウイルスの対

応と対策のために、ポリオ根絶活動のボランティアが配置されています。 

  

ロータリーは、新型コロナウイルスによる緊急事態がポリオ根絶プログラムの一部に影響を

及ぼしていることを認識しています。現在直面する新たな課題に取り組むと同時に、最も重

要なのは、すべての子どもに安全にポリオワクチンを投与できるよう、ポリオ根絶へのコミッ

トメントを維持し、今年度のファンドレイジング目標である5000万ドルを集めることです。新型

コロナウイルスの影響により、ポリオ根絶に対する注目が逸れることは理解しています。だ

からこそ、ポリオとの闘いに対してロータリアンが強いコミットメントを保ち、これまでの成果

を水の泡としないことが何よりも重要です。 



 新型コロナウイルスの猛威により世界に不安と困難
な状況が広がる中、ロータリー会員と参加者たちが
画期的な方法で支援し、離れていても手を差し伸べ
る方法があることを示しています。 

奉仕と行動を大切にするロータリー会員は、地域社
会で率先してプロジェクトを立ち上げ、支援を必要と
する人びとへの援助を行っています。しかし、多くの
地域で生活が急変しており、保健専門家らは、人びと
が互いの距離を空け、感染力の強いこのウイルスの
拡大防止のために必要であれば自己隔離すること
を呼びかけています。 

「疾病の予防と治療」はロータリーの主な活動分野の
一つです。これまでも会員は、適切な手洗いや感染
予防法について啓発活動を行い、医療従事者への研
修や医療機器を提供してきました。現在は、各地の保
健当局による新型コロナウイルス情報の周知を援助
し、パンデミック（世界的大流行）によって多大な負担
を強いられている医療施設や病院に防護用品を寄贈
するといった活動を行っています。 

現在までに、以下のようなさまざまな方法で会員が
地域社会を支援しています： 

感染の被害が最も大きな国の一つであるイタリアで
は、第2080地区内のクラブが寄付を募り、多くの患
者をかかえる病院のために人工呼吸器と防護用品を
購入しました。さらに、中国での流行が最悪となった
際には、現地での感染拡大防止のため、同地区のク
ラブがマスク購入用に21,000ドル以上を集めました。 

同じくイタリアの第2041地区はネットで寄付を募り、
ミラノの催事場に建てられた400床の病院で新型コ
ロナウイルス患者の治療にあたる医師や看護師のた
めに、防護用品を購入しました。 

香港では、ロータリークラブが資金を集めて医療品
を購入し、公営住宅を訪問してマスクと殺菌剤を配り
ました。 

スリランカのロータリークラブは、空港トイレに体温計
を設置したほか、コロナウイルスに関する認識向上の
ポスターを作成して全国の学校に配りました。 

パキスタンのカラチ・ダラクシャン・ロータリークラブ
は、数千枚のマスクを地元市民に配布しました。 

第3700地区（韓国）内のクラブは、赤十字に155,000
ドルを寄付しました。 

ナイジェリア、アクワイボム州のロータリークラブは、
ウイルスの恐ろしさを伝えるキャンペーンを実施。地
元の2つの学校でコロナウイルスによる病気と予防法
について指導したほか、健康維持のための衛生習慣
に関する資料を配布しました。 

米国（メリーランド州）のメトロ・ベテスダ・ロータリーク

ラブは、各ボランティアが毎週、隔離状態にある一人
暮らしの市民に連絡して状況を確認。必要なものが
ないかどうかを尋ねています。また、このような人び
との玄関先に花を届ける活動も行っています。 

危機への対応にテクノロジーを活用 

直接会う例会や行事を中止・延期したクラブと地区
は、親睦を保つ独自の方法を見出し、奉仕活動に工
夫を凝らすことでパンデミックに対応しています。 

フェニーチェ・デル・トロント・ロータリーEクラブは、3月
11日に行ったオンライン例会に一般の人びとを招待。
ウイルス学者を講演者に招き、コロナウイルスの感染
経路や予防方法に対する知識を広めました。 

シンガポール・ロータリークラブはウェビナーを実施
し、疫学者と感染症専門家を招いて、コロナウイルス
とパンデミックに関する疑問や懸念に答えてもらい
ました。 

イーストジェファーソン・カウンティ・ロータリークラブ
（米国ワシントン州）は、クラウドファンディングを活用
し、宅配サービスを行う地元の食料品店、薬局、レスト
ランのオンラインリストを作りました 

ヘレフォード（英国）のロータリーは、支援を必要とす
る人と、支援を提供できる人・団体をつなぐために、
ロータリー会員や一般の人びとから成るフェイスブッ
クのグループを立ち上げました。3月14日に開始して
以来、6,900人以上がグループに参加しています。 

ショウンバーグ・ホフマンエステイツ・ロータリークラ
ブ（米国イリノイ州）は、予定されていた毎年恒例の
募金行事の2日前に、この行事をフェイスブック上で
実施することを決定。100品以上のオークションを行
い、前年とほぼ同額の100,000ドル以上の募金に成功
しました。行事でふるまう予定だった350人分の食べ
物は、地元の恵まれない人びとに届けられました。 

シリコンバレー・ロータリーEクラブ（米国カリフォルニ
ア州）は、他クラブの会員を招いてオンライン会議を
開き、会員がつながりを維持するためのデジタル
ツール活用法を紹介しました。この会議を録画し、会
員がいつでも閲覧・シェアできるようにしています。 

第34ゾーン（米国の一部とカリブ海諸島）は、会員の
つながりを保つためのオンラインツール活用ガイドを
作成。カリビアン7020ロータリーEクラブは、ゾーン内
のクラブがオンライン例会を実施できるよう援助し
ています。 

この危機に対応するために皆さんのクラブは何を
行っていますか？ハッシュタグ「#ロータリーによる対
応」を使ってソーシャルメディアで活動をご紹介くだ
さい。または、ロータリーボイスの画面下にあるコメン
ト欄で活動をご紹介ください。 



 世界のほぼすべての地域社会に深く根ざしながら、国際キワニス、ライオンズクラブ国際協会、国

際オプチミスト、国際ロータリーの奉仕クラブは、新型コロナウイルス（COVID-19）による影響に対応

し、これを乗り越えるために、互いや市民とのつながりを維持すべく安全な方法で懸命に活動してい

ます。私たちは、合わせて320万人に上る会員ネットワークの強みを生かし、孤独や恐れを感じている

人びとに癒しと希望を与えています。また、私たちがもつスキル、リソース、アイデアを結集して、命を

救うために前線で闘う保健従事者や第一対応者たちを支援しています。  

 先行きが見えない中で、各地域の奉仕クラブは、世界中の地域社会の回復と繁栄のために、共に

行動を起こし、かつてないほどの団結を図る革新的な方法を見出すことに引き続き全力を注いでい

ます。 

 「新型コロナウイルスに対する世界的取り組みは、すべての国での行動にかかっています。今こそ、

行動人である私たちが互いに手を取り、助けを必要とする人たちに迅速な支援を提供するときで

す」（2019-2020年度国際ロータリー会長、マーク・ダニエル・マローニー） 

 「これほどに規模が大きく重大なパンデミック（世界的大流行）では、世界中の市民が専門家の助

言と警告に耳を傾ける必要があります。私たちのすべての会員とボランティアによる活動・計画を続

行しなければなりません。危機の後には、政府や地方自治体による多くの社会・経済的課題への取り

組みを支援するために、私たちが迅速に対応する必要があります。これらの課題は、危機が過ぎ去っ

た後に必ずやってくるでしょう」（2019-2020年度国際オプチミスト会長、エイドリアン・エルコック） 

 「大きな課題は、私たちの力を試すと同時に、結束をもたらします。ライオンズは、安全に奉仕する

ための新しい方法を見出しています。ライオンズクラブ国際財団は、新型コロナウイルスの感染急増

に直面する地域社会を救うために100万ドル以上の補助金を授与しており、さらに毎日のように補助

金の申請が寄せられています。地域社会は奉仕クラブを頼りにしています。私たちは地域社会と寄り

添いながら、これまでのように支援し、地域の発展に尽くしていきます」（2019-2020年度ライオンズ

国際協会会長、ジュンヨル・チョイ） 

 「このような困難な時に、世界中で毎日のように勇敢な行為を目にします。自らの健康をリスクに

さらして人びとのために仕事をする医療従事者や安全管理者たちの尽力を皆で称えようではありま

せんか。教師、スーパーの店員、宅配ドライバーなど、自宅にとどまることのできない職業に従事する

無数の人たちに、キワニスファミリーから感謝申し上げます。友人や隣人の安全を守るために、私たち

皆が重要な役割を果たします。世界保健機関（WHO）と地元保健当局の勧告、政府からの指示に従っ

てください。どうか安全にお過ごしください」（2019-2020年度国際キワニス会長、ダニエル・ビュニロ

ン） 

国際ロータリー、国際キワニス、ライオンズクラブ国際協会、国際オプチミスト 

新型コロナウイルスに対する合同声明 



平素はロータリー財団へのご支援ご協力を賜り、お礼申し上げます。 

本年度2月に開催を予定していました「財団補助金管理セミナー」は、新型コロナウイルス感染
症の影響で中止させていただきました。そのセミナーの内容はオンラインにて、MY ROTARYの
“ラーニングセンター：補助金管理セミナー”から学んでいただけるようになっており、また当地区
ホームページの ‟2019-2020年度 財団補助金申請ハンドブック“もあわせてご覧いただき、地
区補助金の申請をお願い致します。 

財団は新型コロナウイルス対応に配分することも奨励しています。１度限りの例外として、新型
コロナウイルスと関連して、２０２０年３月１５日以降に発生した費用を、２０２０－２０２１年度地区補助
金で賄うことを認めています。 

申請受付期間は例年同様、２０２０年５月１日から６月３０日までとし、必要書類を当地区ガバナー
事務所・ロータリー財団委員会宛てに、郵便局の簡易書留にて送付して下さい。 

なお、今回の地区補助金申請は、2017－2018年度の各クラブでの年次基金寄付額と一人当た
りの平均額に基づいての算定となります。 

 先日、各クラブにメール送信いたしました「ロータリー財団補助金管理セミナーについて」を
ご覧いただき、ご不明な点がありましたら、お問合せ下さい。 

ロータリー財団 地区補助金の申請について  

地区ロータリー財団委員長 初田 隆生 

ロータリー財団日本チームからの要請文 

 ロータリーでは新型コロナウイルス（COVID-19）の状
況をモニタリングしており、ロータリーの運営、行事、
研修セミナー等への影響を引き続き注視しています。
そして、私たちは新型コロナウイルスへの対応を支援
し、その影響を受けている人びとを援助したいと思っ
ています。そのようなロータリアンに対して、ロータ
リー財団は地元や海外で活用できるいくつかの選択
肢を提供しています。私たち一人の力は大きくないか
もしれません。しかし、世界中（121万1107人）のロータ
リアンが、その力を合わせれば世界を動かす原動力に
なると信じてやみません。日本中のロータリアン（8万
9097人）の力を結集してこの難局を克服するために
取り組む活動を、各地区ガバナー、地区財団委員長、
地区ガバナーエレクトのリーダーシップの下に推進下
さいますことを、我々ロータリー財団日本チームで要
請させて戴きたく謹んでお願いを申し上げます。以下
に幾つかのプランを紹介しました。 

ロータリー財団の補助金の活用 

 地区補助金やグローバル補助金、ロータリー災害
救援補助金を使ってCOVID-19への対応を支援できま
す。詳細は、別紙「新型コロナウイルス対応のための
補助金の使用について」をご参照ください。 

ロータリー災害救援基金 

 地区を通じて各ロータリークラブは、ロータリー災
害救援補助金を申請できますが、この補助金は、皆様
から寄せられるロータリー災害救援基金へのご寄付
や地区財団活動資金（DDF）の寄贈から提供されます。
皆様から多くのご支援が寄せられる一方で、現時点
で、すべての申請に災害救援補助金を授与するだけ
の資金がありません。懸命に活動している世界中の
ロータリアンを支援するために、災害救援基金へのご
寄付やDDFの寄贈もよろしくお願いします。 

 例会がなくともご自宅から、クレジットカードで災害
救援基金へ寄付できます。この寄付は、年次基金の目
標や寄付ゼロクラブ、ポール・ハリス・フェローなどの
認証の対象となります。地区のDDFにはなりません
が、直接、COVID-19への対応や災害救援活動を支援
できます。また、DDFの寄贈については、COVID-19を指
定できます。現在、人の移動や渡航は制限されてお
り、現場で活動することは難しいかもしれません。そ
れでもこの寄付を通じて、世界でパンデミックを引き
起こしているCOVID-19への対応を支えることができ
るのです。 

ポリオ根絶活動 

 このような状況下ですが、ロータリーの最優先事項
である、ポリオ根絶にむけて活動も続けています。
COVID-19による緊急事態がポリオ根絶プログラムの
一部に影響を及ぼしていることを理解しています。し
かし私たちはポリオ根絶へのコミットメントを維持し、
すべての子どもにポリオワクチンを投与することも大
事です。また、この活動を進めながら、COVID-19への
対応も模索しています。ポリオ根絶活動の経験が、政
府による新型ウイルス対策の支援に役立てられてい
ます。新型コロナウイルスおよびポリオ根絶活動への
影響に関するロータリーの声明もご覧ください。 

 また、ジョン・ジャームEnd Polio Now:歴史をつくる
カウントダウン・キャンペーン委員会委員長によります
と、現在のポリオプラス基金への寄付額は（目標額：5
千万ドル）３千百万ドルで１千９百万ドル不足していると
のことです。皆様のご協力により昨年も終盤で何とか
目標額を達成できました。ポリオプラス基金にDDF（地
区財団活動資金）を寄贈されますと、WF(国際財団活
動資金)から同額の組み合わせがあり、その合計にゲ
イツ財団から2倍の上乗せがあります。前年度に比較
して、現在ポリオプラス基金へのDDFの寄贈が少なく、
今年も是非皆様のご支援の程何卒宜しくお願い申し
上げます。 



  奉仕を大切にするロータリー会員は、世界でパンデミックを引き起こしている新型コロナウ

イルスへの対応を支援し、その影響を受けている人びとを助けたいと感じています。ロータ

リー財団は、地元や海外の人びとを守り、助けるためにロータリアンが活用できるいくつかの

選択肢を提供しています。 

 

地区補助金 

 地区は地区補助金の資金を活用して、地元の医療従事者に寄贈する物資（体温計、医療用防

具、その他の物資）の購入といった地元の活動を支援できます。地区はさらに、未完了の地区補

助金からの臨時費を利用したり、以前に計画していた活動を新型コロナウイルス対応のために使

うこともできます。 

2020-21年度の新しい地区補助金申請書を提出する準備を地区で進めていると思いますが、資

金を新型コロナウイルス対応に配分することを財団は奨励しております。1度限りの例外として、

財団は、新型コロナウイルスと関連して2020年3月15日以降に発生した費用を、2020-21年度地

区補助金を通じて賄うことを認めます。 

災害救援補助金およびロータリー災害救援基金 

 ロータリーの災害救援補助金は、地元での災害に対応するための迅速かつ効果的な方法で

す。ロータリー財団は最近、これらの補助金の使用が認められる活動のリストに、新型コロナウイ

ルス関連プロジェクトを追加しました。各地区は、新型コロナウイルスへの対応を目的として、

25,000ドルを上限として1口の補助金を申請できます（ただし基金の残額状況に基づきます）。 

災害救援補助金は、災害に対応する世界中の地区を支援するため、ロータリー災害救援基金へ

の寄付によって賄われています。この基金へのご寄付は、オンライン寄付とDDFで受け付けてい

ます。地区は、災害救援基金に寄贈するDDFを、新型コロナウイルス対応の補助金活動だけのた

めに使用するよう指定することができます。現金寄付は、新型コロナウイルスを含む、災害対応

全般のために活用されます。 

グローバル補助金 

  グローバル補助金は、地域社会に変化をもたらすための優れた方法です。新型コロナウイルス

に効果的に対応するために医療物資が必要とされている場合、グローバル補助金でそれらの購

入を援助できます。財団は、新型コロナウイルスに取り組むための新規のグローバル補助金につ

いて、実施国外からの資金を30％とする要件を適用し 

ないこととなりました。これらの補助金の場合も実施国と援助国の双方の提唱者が必要となる

ことにご留意ください。 

ご質問は地域別補助金担当職員にお問い合わせください。 

新型コロナウイルス対応のための財団補助金の使用について 



 今年度も「意義ある奉仕賞」にご推薦いただきますよう、お知らせを申し上げます。 

『意義ある奉仕賞』は地域社会の重要な課題やニーズに取り組むプロジェクトを実施したク
ラブを表彰する賞です。各クラブによって実施された1つのプロジェクトのみ、本賞の受賞対
象となります。各クラブ会長の皆様より、1つのプロジェクトを地区ガバナーに推薦頂きたく
お願い申し上げます。当地区では、上限を3クラブとし、受賞クラブを決定致します。 

 皆様から多数の推薦をお待ちしております。 

 

【推薦要件】  

・クラブが地域社会の重要な課題やニーズに取り組む社会奉仕活動 

・財政支援にとどまらず、多くのクラブ会員が直接参加した活動 

・地域社会にロータリーの公共イメージを向上させる活動 

・他のロータリークラブの活動の模範となる活動 

・国際的な活動も含めた活動 

・今年度に実施した活動（活動の開始/完了年度が今年度でなくてもよい） 

・1クラブ1申請に限る 

・以前に「意義ある奉仕賞」を受賞しているプロジェクトは、本賞の対象とはなりません。   

 

【推薦方法】  

 手順 ①  

  各クラブからMy ROTARYよりオンラインでの推薦となります。  

        My ROTARY → 会員コーナー → 各種賞・表彰 → 

                       意義ある奉仕賞のオンラインフォーム 

（https://rotary.qualtrics.com/jfe/form/SV_55CFSyWTWCwhQln） 

 手順 ②  

  My ROTARYより推薦が完了しましたら、活動中のお写真3枚をガバナー事務所へ 

（nakano@rid2640g.com）メールにて送付をお願い致します。 

＊注意点 

  ・オンラインフォームで、地区ガバナーのメールアドレスを記入する箇所があります。 
nakano@rid2640g.com を必ずご記入くざさい。 

 

【締 切】   

  2020年5月31日 ガバナー事務所あて 

『意義ある奉仕賞』推薦のお願い 



 新型コロナウイルスの影響で以下の対応をお願いします。 

 

 「ロータリーの友」5・6月合併号について 

 ① 合併号となりますので、4月末にお届けする5月号はお送りできません。 

   また、電子版も合併号となり遅れることとなります。 

② 6月第1～2週には全国のクラブへお届けすべく、関係機関との調整を続けております。 

  ご協力をお願いします。 

③ 合併号をもって5月、6月号の購読とし1冊400円とさせていただきます。 

④ 5月、6月に入会された方におかれましては、5・6月合併号をご購読いただき、同様のご負担を 

  お願いいたします。 

 

友事務所運営について 

基本的に友事務所職員は在宅勤務としています。期間は緊急事態宣言が有効な期間とします

ので、現在は5月6日としますが、政府の要請を受け、期間設定を判断することをご了承ください。 

 

問合せ等について 

編集部および管理部に対する問合せは、メールにて対応いたします。 

①編集部 hensyu@rotary-no-tomo.jp 

※記事の投稿等はウエブサイトの投稿フォームも併せて活用ください。 

②管理部 keiri@rotary-no-tomo.jp 

※『友』、広報誌等のお申込み、クラブの『友』送付先変更等も、ウエブサイトから連絡が可能です。併

せて活用ください。 

 

 

なお、今後の状況の変化により、ご連絡やご案内が大幅に遅れる場合も想定されま

す。その際は、ご了承ください。 

 

一般社団法人ロータリーの友事務所 

所長 渡辺 誠二 

ロータリーの友事務所からのお知らせ 



地区活動報告 

第５回ガバナー補佐・幹事予定者合同会議 

ガバナーエレクト 藤井 秀香 

 2020年４月４日（土）、ガバナーエレクト事務所で第５回ガバナー補佐・幹事予定者合同会議
を開き、以下のことを報告、協議しました。 

（１）新型コロナウィルス(COVID-19)感染拡大につ 
いて、地区の対応 

（２）クラブ会長エレクト研修セミナー(PETS)につ
いて 

 資料配布、DVD 視聴、オンライン配信（You 
Tube・ZOOMなど） 

（３）ガバナー公式訪問について 

 ・合同形式採用について お伺いを送信(10RC) 

 ・公式訪問予定表(案訂正版) 

 ・周年行事等クラブ行事の再確認の件 

（４）地区研修・協議会について 

 ・6/28に延期(時間配分については現時点で変
更なし) 

  ・部門別協議会の開催について 

 ・株式会社オクトン『出店販売許可願』の件 

（５）ローターアクト委員会 委員選出の件 

（６）RIより：報告されていない地区内クラブ役員
について 

（７）次期委員会活動状況 

  ①研修委員会 

   2019. 8.30 第1回研修委員会開催 

   2019.12.1 ガバナー補佐研修会開催 

  ②地区戦略計画委員会 

   2020. 3.14(土) 第1回地区戦略計画委
員会開催 

  ③IT・ガバナー月信委員会 

    検討) 新年度版WEBサイトおよび第1回
DG月信制作スケジュール 

  ④会員増強・維持/女性活躍・推進委員会 

   2020.8.1(土)  会員基盤研修セミナー
(和歌山JA会館13:00～) 

  ⑤RLI委員会 

      2020.3.14(土)  第1回RLI委員会開催 

          開催場所、講師など、検討 

     DL研修予定 2021/1.24、 2.23    

    RLI研修予定  2021/3.21、4.11、5.16  

(和歌山県民文化会館9:00～) 

  ⑥職業奉仕委員会 

   2020.11.21(土) クラブ職業奉仕委員長
会議予定13:00～ 

  ⑦地域社会奉仕委員会 

   2020.3.9    第1回地域社会奉仕委員
会開催 

   2020.9.27(日) クラブ地域社会奉仕委
員長会議予定13:00～ 

◎報告事項、今後のスケジュールについて 

 ・第6回ガバナー補佐・幹事合同会議 

  2020年５月９日（土）14：00～16：00 

  けやきONE 301号室 ガバナー事務所 



クラブ活動報告 

新型コロナウイルスの影響で血液不足、献血活動  

 田辺はまゆうロータリークラブ(会長 山本 康夫)は、10年後20年後の献血者確保の

為に、今から若い世代の献血協力者を発掘することが大切と考え、「平成生まれの献血

キャンペーン」を11月と3月に2回行いました。 

  SNSや新聞広告を通じて、会員はもちろん会員以外の方々に拡散、宣伝して頂き、1回

目、2回目とも多くの方々にご協力して頂きました。 

 2回目の3月1日の時は、新型コロナウイルス感染症の影響でご協力して頂ける方が今

は少ないのですと、献血センターの方も心配されておられましたが、多くの方々にご協

力して頂きました。 

 特に3月1日の時には平成生まれの方々にも大変多くご協力して頂きました。献血セン

ターの方も本当に驚いておられました。 

 意義のある2回の献血活動を行うことができました。 

田辺はまゆうロータリークラブ 









地域社会を基盤により良い世界をめざして活動する120万人の会員から成る世界

的ネットワーク、ロータリーへようこそ！ 

 ロータリーの強さは、会員にあります。会員一人ひとりがクラブにもたらすスキル、経験、熱意

が、それぞれの地域に、そして世界に変化をもたらします。会員が一体となれば、子どもたちを

苦しめるポリオ（急性灰白髄炎）を世界からなくし、平和の担い手を育て、疾病、飢餓、識字、貧困

といった問題も少しずつ解決できると私たちは信じています。 

 交流を通じてアイデアを広げ、社会奉仕への熱意を共にする人たちと生涯にわたる友情を築

く。それが、ロータリーのコミュニティです。クラブ、地区、国際ロータリーのリソースを最大限に

活用し、積極的に参加してください。 





地区では、登録率 ５０％UP を目標にしています。皆さんのご協力をお願いします。 



ガバナー月信は、地区と地区内クラブの
情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に
活かせてもらうため、情報収集に努めてい
ます。皆様の寄稿、ご協力をお願いします。 

具体的には、記念事業や特別例会、クラ
ブ奉仕活動、親睦活動（家族会、親睦旅行、
同好会等）や会員増強等、職業奉仕（講演
会、講習会、視察等）、社会奉仕（清掃活動、
福祉・教育支援事業等）、国際奉仕（友好クラ
ブとの交流、各社会奉仕プロジェクト）、青少
年奉仕（青少年交換、インターアクト、ロー
ターアクト、ライラ等）、そのほか、ロータリー
財団、米山記念奨学会等の活動などの案
内、募集、報告等の寄稿をお願いします。 

また、ご提供いただける情報は、文書面、
資料、写真をＦＡＸ、封書等又はメールでガ
バナー事務所へご送付ください。 

月信では、引き続き、国際ロータリー、地
区、クラブの情報をとりまとめ、掲載情報の
収集等、紙面の充実に努めてまいります。 

ご協力、よろしくお願いします。 

国際ロータリー第2640地区 ガバナー事務所     〒640-8331 和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室          
                                              TEL（073）426-2640 FAX（073）426-2660 
                                              E-Mail:nakano@rid2640g.com 

国際ロータリー第2640地区  

ガバナー事務所 アクセス 

JR和歌山駅西口から徒歩7分 阪和道、和歌山インターから約10分 


